
目的
サンプル前処理もクロマトグラフィー分離も
必要としないダイレクトMS（ASAP-MS） 
を用いて、食品中DEHPの含有を迅速に分析
できることを証明します。

背景
DEHPは、主に医療機器やフローリング・
ケーブルのような建築資材に用いられ、プ
ラスチックに柔軟性をもたせる特長をもっ
ているため、コストパフォーマンスの良い
多目的可塑剤として使用されています。

2011年5月に台湾食品医薬品局（TFDA）が
粉末プロバイオティクス中にDEHPが混入し
ていることを発見し、乳化剤製造業者を追
及しました。

乳化剤の一種である「起雲剤」は、食品添加物
として認可されて、一般の飲料・食品・栄養補
助食品に使われていました。しかし、製造業者
は、コスト削減をするためにこの食品添加物を
DEHPに取り替えました。

DEHPの毒性は、メラミンの20倍にのぼり、
米国環境保護機関では、人に対する発ガン
性物質としてのランクを「B2」と分類しまし
た。そして、DEHPに汚染された食品を消費
することは、生殖異常の危険性を高めるこ
とになります。

ダイレクトMS（ASAP-MS）を用いると、

サンプル前処理もクロマトグラフィー分離もせずに

DEHPを15秒以内で迅速に分析することが可能です。

図1：
風味をつけたシロップ（A）・フルーツジュース（B）・フルーツジャム（C）・健康補助食品
タブレット（D）にフタル酸ジエチルヘキシル（DEHP）を1mg/kg添加したもの（青）と　
ブランク（赤）のマスクロマトグラム
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食品中フタル酸ジエチルヘキシル（DEHP）
の迅速分析
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まとめ
DEHPは、食品中から1ppm以下で検出されました。サンプル前処理も
クロマトグラフィー分離もしないダイレクトMS（ASAP-MS）を用いるこ
とで、１サンプルあたり15秒以内での分析を達成しました。同時にこの方
法では使用する溶媒が少ないため、ラボの消耗品コストも削減されます。

台湾製の食料用容器や器具について、プラス
チックから溶出したDEHPの基準は1.5ppm以
下とされ、DEHPの食品への添加を禁止してい
ます。

DEHPの国際的な最大消費範囲の基準は、成人
60kgあたり1.2～8.4mg/日となっています。

食品安全規制当局は、DEHPで汚染された全
ての食品を回収しました。そして、厳密な検査
は、スポーツドリンク、フルーツジュース、紅茶、
フルーツジャム/ゼリー、食品粉末そして健康補
助食品の6種類で実施されました。しかし、こ
の検査方法の障害となるのは、それぞれの抽出
方法が異なることと複雑な食品マトリックスが
存在することです。そこで、サンプル前処理も
クロマトグラフィー分離も必要としないダイレ
クトMS（ASAP-MS）を用いると、DEHPの含有
を迅速に分析することが可能になります。

ソリューション                                                                             

ソリューション
ASAP（大気圧固体分析プローブ）は、MS（Xevo® TQ：タンデム四重極型
質量分析計）と組み合わせることにより、サンプル前処理もクロマトグラ
フィー分離もせずに、15秒以内でDEHPの含有を迅速に分析することが
できます。このダイレクトMSを用いた分析法では、食品中DEHPを確実
に検出することが可能です。ガラス棒の先端に直接サンプルを付着さ
せ、余分についたサンプルはふき取り、そのガラス棒をASAPプローブに
取り付け、脱溶媒ガスの温度を450℃に設定したMSイオン源に挿入し、
表１のMRM条件を基に分析を行いました。

大気圧固体分析プローブ (ASAP)

Precursor ion Product ion Cone voltage (V) Collision energy (eV)

391.3

149

19

20

167 14

279 9
表1.DEHP分析のMRM条件


